
11月23日(火・祝）

～災害時のトイレはどうなる～

場所 アバンセ 4階第１研修室
時間 13時～16時半（12:30受付開始）
対象 どなたでも
参加費 無料

今
の
避
難
所
に
は

二
種
類
の
ト
イ
レ
し
か
な
い

避難所だからこそ誰もが安心して使用できるトイレを・・・
特別講師・荒牧明楽さんは自身がトランスジェンダーであり、
熊本地震を経験しました。その中で感じたことや
知っておいて欲しいことについて語ります。
第２部では避難所での現状を知り、そこから
理想のトイレについて話し合います。

× ×

主催：ＳＡＧＡ防災トイレアドバイザー

※ただし、天候、および新型コロナウイルス感染
の拡大状況により中止する場合がございます。

定員
40名

令和3年度 県民グループ企画支援事業



プライバシーがない避難所

唯一の個室はトイレでした。

そのトイレが自由に使えなかったら・・・

今の避難所には2種類のトイレしかありません

トイレを自由に

OVER THE RAINBOW 代表

荒牧明楽 さん ARAMAKI AKIRA

1985年 福岡県柳川市生まれ
33歳でトランスジェンダーであることを隠さず生き
ることを決断。現在は九州を中心に個性を認め
合い、協力しあえる尊厳社会を作るため活動中

申 込 方 法 お申し込みはＳＡＧＡ防災トイレアドバイザーＨＰ
もしくはFAX（アバンセ ０９５２‐２５-５５９１）にて受け付けます。

LGBTQについて学び、自身の熊本地

震での避難所での体験を元に当事者
視点の災害時のトイレについて語って
いただきます。

13：00～14：30 第２部 １４：４0～1６：30

避難所の現状を知り、誰もが快適に、
思いやりのある避難所生活が送れる
ように参加者同士で意見交換をします。

第１部

ふりがな 電話番号

氏名 メールアドレス

住所

※問い合わせ先：090-5476-9296（赤星） 月曜日～土曜日の9時～18時のみ対応します。
（申し込みフォームからも問い合わせできます）

※定員になり次第、お申し込みを締め切りますのでお早めにお申し込みください。
※右のQRコードを読み取り、SAGA防災トイレアドバイザーのホームページより、必要事項を入力の上、
お申し込みください。 https://saga-d-p-t.amebaownd.com/

※受付後、メールにてご連絡をしますので、saga.d.p.t@outlook.jpからのメールが受信できるよう受信設定をお願いします。
※お申し込みの際収集した個人情報は、本事業の目的以外で使用することはありません。
「新型コロナウイルス感染拡大防止に関するお知らせとお願い」
・当日体調が悪い方、発熱、咳などの症状がある方は参加をご遠慮ください。
・会場では受付時の検温、マスクの着用、手指消毒のご協力をお願いします。

「一時保育（6か月～就学前、若干名、無料）を希望される場合は、申込者の氏名、住所、電話番号、お子さんの氏名（ふりがな）、月齢を添えて、
アバンセ（TEL：0952-26-0011  Fax: 0952-25‐5591）へ11/12（金）までに別途お申し込みください。」

一時保育（11/12締切）

※6カ月～就学前

お子さんの名前（ふりがな）・年齢 お子さんの名前（ふりがな）・年齢

（ 歳 カ月） （ 歳 カ月）

mailto:saga.d.p.t@outlook.jp

